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3．キャンパスの所在地 

 

学校法人兵庫医科大学 

   

西宮キャンパス 兵庫県西宮市武庫川町 1 番 1 号（〒663－8501） 
  兵庫医科大学医学部 医学科 

  大学院 医学研究科 

  兵庫医科大学病院 

篠山キャンパス 兵庫県丹波篠山市黒岡 5 番地（〒669－2321） 
  兵庫医科大学 ささやま医療センター 

 兵庫県丹波篠山市黒岡 36 番地（〒669－2321） 
  兵庫医科大学 ささやま老人保健施設 

  兵庫医科大学 ささやま居宅サービスセンター 

神戸キャンパス 兵庫県神戸市中央区港島 1 丁目 3 番地 6（〒650－8530） 
  兵庫医科大学 薬学部 医療薬学科 

   看護学部 看護学科 

   リハビリテーション学部 理学療法学科 

   リハビリテーション学部 作業療法学科 

   大学院 薬学研究科 

   大学院 看護学研究科 

   大学院 医療科学研究科 

梅田キャンパス    大阪府大阪市北区梅田 1 丁目 13 番 1 号 

大阪梅田ツインタワーズ・サウス 13 階（〒530－0001） 
  兵庫医科大学 梅田健康医学クリニック 
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○ 評議員 （2023 年 3 月 31 日現在） 

評議員【定員 40～44 名・現員 42 名】 
氏 名 主 な 現 職 

太 城 力 良 理事長 

松 村 昭 夫 常務理事 

野 口 光 一 兵庫医科大学 学長 

藤 岡 宏 幸 兵庫医科大学 副学長 

阪 上 雅 史 兵庫医科大学病院長・兵庫医科大学 副学長 

鈴木  敬一郎 兵庫医科大学教授・副学長 

小 山 英 則 兵庫医科大学教授・副学長 

辻 村  亨 兵庫医科大学教授・副学長・医学部長 

山 田 明 美 ささやま医療センター看護部長・副院長 

片 山  覚 ささやま医療センター病院長 

長谷川  誠紀 兵庫医科大学教授・学生部長 

飯 島 尋 子 兵庫医科大学教授 

石 戸  聡 兵庫医科大学教授・教務部長 

池 内 浩 基 兵庫医科大学教授・副学長・兵庫医科大学病院副院長 

丸山  美津子 兵庫医科大学病院看護部長・副院長 

大 柳 光 正 梅田健康医学クリニック院長 

青 木 俊 二 兵庫医科大学教授・薬学部長 

田 中 稔 之 兵庫医科大学教授・副学長 

川口  浩太郎 兵庫医科大学教授 

土 田 敏 恵 兵庫医科大学教授・看護学部長 

佐々木  周一 事務局長 

甲 斐 義 啓 事務局次長 

西 岡  清 理事（非常勤） 

西  信 一 宝塚市立病院 総長 

大江  与喜子 上ヶ原病院 理事長 

福渡  秀一郎 福渡医院院長・兵庫医科大学後援会会長 

澤 田 友 宏 ペガサス馬場記念病院 薬剤部・兵庫医療大学同窓会会長 

石 藏 礼 一 神戸市立医療センター中央市民病院 放射線診断科 参事・緑樹会（同窓会）会長 

難 波 光 義 宝塚市 病院事業管理者 

成 田 康 子 公益社団法人兵庫県看護協会 会長 

笠 井 秀 一 一般社団法人兵庫県薬剤師会 会長 

間 瀬 教 史 一般社団法人兵庫県理学療法士会 会長 

山 中 若 樹 医療法人明和病院 理事長 

木 曽 賢 造 協和会グループ 会長 

八 田 昌 樹 兵庫県医師会 会長・八田クリニック 院長 

山 下 輝 夫 兵庫県保健医療部長 

田村  比佐雄 西宮市副市長 

中 山 裕 介 神戸市健康局 副局長 

堀 井 宏 之 丹波篠山市副市長 

夏 苅 千 晶 東日本税理士法人 税理士 

木 内 道 祥 弁護士 

伊 賀 俊 行 西宮市医師会 会長・伊賀眼科クリニック 院長 
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Ⅱ事業の概要 

1. 2022 年度事業計画＜重点施策＞と達成状況  

計画

№ 
事業名、事業の概要 達成状況 

1 

【事業名】 

梅田クリニック開設後の利用者増

大及び定着に向けた取り組み 

 

【事業の概要】 

1．開設時期をはじめとする当初計

画の滞りない実行 

 

2．移転前からの多職種による徹底

した議論を通じた運営方針等の策

定 

 

3．競合となる健診施設及びクリニ

ックの状況調査及び連携医療機関

の開拓、強みを活かした一層の営

業活動強化 

 

4．施設利用者満足度向上に向け

たアンケートの実施、また改善項目

への迅速な対応 

1． 
一部計画外の事象は発生したものの、スケジュールどおりに開設することができ、人間ドック

においては繁忙期からの開始となることで、これまで経験のない健診者数に対応する必要が

あったが、大きな問題を発生させることなく対応ができ、想定以上の成果をあげることができ

た。また、人間ドック受診者の平均値では目標である 20 件には及ばなかったが 1 日単位で

は 28 件を滞りなくこなすことができた。 

 
2． 
夕礼を定例化する等の多職種間での情報共有の場を設定したが、議論の場に発展させるこ

とは出来ていないため、全スタッフが主体的に発言できるよう発展させていくことが課題であ

る。開設後、施設内での意思決定を行う場として、毎週金曜日に幹部ミーティングを開催する

ことで、新たに発生した課題や継続して取り組むべき問題に対して迅速かつ計画的に取り組

むことができる体制とした。また、不定期ではあるものの運用の効率化を目的とした現場スタッ

フミーティングも複数回開催した。 

 

3． 
【外来部門】 
急変時の受入及び検査等での連携体制を構築すべく、大阪市北区にある病院（加納総合病

院、住友病院、大阪中央病院、桜橋渡辺病院、大阪府済生会中津病院、北野病院、行岡病

院）には開設前に院長とともに挨拶に伺うことで、実際に開設後に受け入れを依頼した際（緊

急オペの事例もあり）もスムーズに連携を行うことができた。また、オープン検査（特に MRI、
内視鏡）についても実際に医師と足を運んだクリニックからは確実に依頼が増えており、2023
年度においてはさらに連携範囲の拡大を図る計画である。 
【人間ドック部門】 
1 名のみ受診者として他施設のサービスを経験したが、運用を検討する上で参考になる部分

も多かったため、対象人数については精査する必要はあるものの他施設での顧客体験につ

いては定例化していきたい。 
営業実績は以下のとおり 
・既存契約先への定期訪問数⇒309 社 
・新規企業への訪問数⇒109 社 
・新規契約数⇒24 社 
 
4. 
開設に向け、複数回のリハーサル、キャンペーン等を行い、特にキャンペーンについては利

用した教職員に対してヒアリングも実施することで、開設後の運用を検討するうえでの材料と

することができた。 

また、顧客向けのアンケートについては他施設のものを参考に刷新するとともに、オープンク

エスチョン中心の開設時アンケートも追加で作成することでより詳細な意見を集約できる体制

とした。このことによりちょっとした什器の配置や、案内不足の解消等については掲示物等の

工夫も含め迅速に対応できた。したがって内容も若干見直しこのオープンクエスチョン中心

のアンケートも継続していくこととしたが、開設からの時間が経過するにつれ回収率が低下し

ているため、改善は必須である。 

さらに外来についても初回に記載いただく書類になぜ当クリニックを選んでいただいたのかと

いう項目を追加することで、今後の戦略の参考にしようと考えていたが、未記載の方も多くこ

ちらも改善が必要である。 

2 

【事業名】 
新病院建設計画にかかる実施設

計の実施 
 
【事業の概要】 
1．新病院棟の実施設計の実施

（2022 年度複数年計画） 
 
2．新病院棟の工事請負契約締結 

1． 
・医療機器更新計画及び什器配置計画の策定 

・新病院棟整備に向けた各種 WG（外来・病棟運用、情報システム、患者サービス）の実施 

 実施設計ヒアリングについては 2021 年度で終了したが、一部再ヒアリングを実施し関係部

署との調整を行った。5 月から 7 月にかけて医療機器ヒアリングも実施され、新規・更新・増設

機器の整備区分を行い、新病院棟にかかる医療機器の概算金額の算出を行った。2023 年

4 月より再度機器ヒアリングを実施し、購入の抑制に向けた提案を医療機器コンサルと進めな

がら金額を更に精緻化していく。 
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3．西宮キャンパスグランドデザイン

の検討・策定（跡地利用計画の検

討を含む） 

 新病院棟整備に向けた各種 WG については WG により開催のバラつきがあるため、次年

度より定例化にし、新病院棟内での運用を決定していく。 

・許認可にかかる関係機関との調整 

 西宮市保健所及び兵庫県庁医務課へ複数回訪問し、新病院棟の平面図及び病院敷地に

ついての協議を行い、2023 年 3 月に許可申請を提出し、正式に受理された。 

・実施設計図書の策定（設計図、構造計算書、各種計算書） 

 各種書類については完成しているが、設計会社による最終的な行政への建築確認申請⇒

確認済証の発行が未完了のため策定には至っていない。  

 

2． 
・実施設計期間中の工事費増減モニタリング 

 実施設計時の金額の増減項目については「課題項目一覧表」として共有し、関係者で必要

性を確認、対応方針も決定しながら三者協議会・グランドデザイン協議会にて報告を行った。

結果 35 項目：525,673 千円（税込）の減額に至った。また、物価上昇の変動額については

2023 年 2 月時点の額が提示され、妥当性の検証は実施したが、2021 年 6 月からと比較す

ると、9,449,293 千円（税込）の増額となっている。 

・合理化・コストダウン項目の抽出・提案 

 設計会社、施工予定者、新病院準備室より様々な VE・CD 提案は出され、結果、 

建築関係⇒55 項目： 613,436 千円 減額 

電気・機械⇒35 項目：385,200 千円 減額 

   合計         998,636 千円 

約 10 億円のコスト削減項目の採用に至った。また、検討中の VE・CD（約 3.5 億）および工

事着工後も更なる新規 VE・CD の提案・採用に向けて関係者で検討していく。 

・実施設計完了後、施工者による詳細積算見積内容の確認・精査 

 実施設計図に基づく工事費が施行予定業者より提出された。優先交渉権者選定時金額よ

り約 80 億も増額していること、また、基本設計図⇒実施設計図へのコスト変動額として約 8.3
億円もあることから現時点で精査中である。そのため、年度内の工事請負契約には至ってい

ない。 

 

3． 
・西宮キャンパスグランドデザイン、新病院建設計画基本計画に基づき、既存棟の利用計画

を行う。 

 健康医学クリニックの梅田への移転に伴う跡利用として、施工予定者である鹿島建設㈱に

「新病院棟建設工事の工事事務所」として無償使用させる事となった。新病院棟建設工事費

の中で、当初計画の「総合研修棟跡地にプレハブ工事事務所を建設」から「健康医学クリニ

ックを工事事務所として改修（協力業者詰所のみ現場内に設置）」に変更することにより、

2,904 万円（税込）の減額効果が見込まれることとなった。 

 新病院棟開院後の健康医学クリニック工事事務所跡地および大学会館の跡地利用等につ

いても引続き検討していく。 
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【事業名】 
競争的資金の組織的獲得推進施

策の継続 
 
【事業の概要】 
1．研究支援体制の構築と年間計

画の策定 
 
2．科研費申請及び獲得推進のた

めの各種具体的施策の継続実施 
 
3．AMED 委託研究開発課題他

競争的資金等獲得支援策の継続

実施 
 
4．その他公募型研究資金、共同・

受託研究による企業資金等獲得支

援策の継続実施 
 
5．獲得支援活動の効果検証及び

恒常的施策の検討 

1． 
（1）社学連携・研究推進センター 産官学連携・研究推進部門による研究支援体制の構築 

第 1 回部門会議（4/27）で、研究・産学連携に係る方針、産学連携・研究推進部門の役割、

産学連携・研究推進部門の組織としての取組みについて検討を行い、①メンバー・役割、②

具体的な支援内容について合意した。 

（2）年間計画の策定 

①前年度活動（旧研究推進ワーキンググループ）の課題と対応策の検討 

科研費支援、研究推進助成、HIC 事業、異分野交流について課題と対策を挙げ、検討を行

った。なお、研究推進助成については、第 2～4 回部門会議で検討を行い規定の改定を行

った。 

②年間計画の立案・策定 

年間の活動計画とスケジュールを立案した。 

科研費支援（セミナーと URA 作成支援）、研究推進助成（規定改定）、HIC 事業（公募と支

援内容）、異分野交流（交流会：関西学院大学 12/14 と 12/22 の 2 回、島津製作所 11/17）、
研究推進 WG（新規設置、部門の下部組織としての役割の明確化）。 

 

2． 
（1）産官学連携・研究推進部門による以下の実施 

①科研費採択件数向上を図るための学内セミナー開催 

ダイバーシティ事業との共催で、久留米大学・児島教授による少人数のワークショップ（19
名）とセミナー（57 名）を実施した（7/14）。 
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アンケートから、参加・視聴者より非常に高評価を得た。また、セミナー参加者の科研費採択

率は高かった（ワークショップ 33.3%、セミナー会場参加 61.1%） 

②研究計画レビュー又は計画書作成サポート 

26 名の研究者（西宮 22 名、神戸 4 名）に対し、URA による支援を行った。概要書を基にし

た研究全体の構想に関するアドバイスから、申請書作成の支援まで幅広く支援を行った。う

ち、11 名が科研費採択に繋がった（萌芽 1 名は未発表）。 

（2）学長又は学部長による医学部各講座等ヒアリングの実施 

学長による医学部の講座等 59 部署のヒアリングを実施した（7/12-9/9）。昨年度の応募結果

を踏まえ、今年度の申請計画について確認・指導を行った。 

神戸キャンパスは、ヒアリングおよび研究推進 WG より課題抽出を行い、次年度計画に落し

込む予定。 

 

3． 
（1）公募情報等の収集・学内発信、事業に適合する可能性のある教員への個別アプローチ 

効率重視し、基本的には、施策（3）で広く広報することにしている。その中で、公募情報とフィ

ットするものは、個別にアプローチを行っている。例を示す。 

・中村助教：JST さきがけへの応募 

・山原教授：AMED 岡山大橋渡し研究シーズ F へ応募 

・中込主任教授：再生医療実現拠点ネットワークプログラム応募 

・大村谷主任教授：AMED 京大橋渡し研究シーズ A 採択（支援中） → 次年度継続支援確

定 

・西浦助教：AMED 創薬ブースター（今年度よりスクリーニングステージ）→ 次年度予算確

保、オープンイノベーション情報（支援中） 

・五味主任教授：AMED 京大橋渡し研究異分野融合への応募 

・菊池准教授：AMED 橋渡し研究シーズ preF（支援中）→ 次年度予算獲得 

・兼松准教授：AMED 京大橋渡し研究シーズ A、JST へ応募検討中 

(2)学内研究者間のマッチング、打合せ・ヒアリング等への立ち会い、申請関係資料の作成支

援 

学内外の研究者のマッチングの提案・支援を行った。例を示す。 

・松本講師：東京大学 酒井教授 → 共同研究予定（支援中） 

・中村助教：関西学院大学 吉野教授 → 共同研究中（支援中） 

・大村谷主任教授、西浦助教：関西学院大学 昌子准教授 

・森准教授（リハ）：内閣府からの依頼相談→産科婦人科 福井准教授、西宮市・保健所との

面談調整・同席→事業提案予定 

(3)研究者 ML、GW による定期的公募情報等の案内 

・研究推進課と URA が協力し、企業、財団系の研究助成や橋渡し研究の情報を収集し、定

期的に発信している（グループウエア、メーリングリストにて、2 回/月）。 

 

4． 
(1)各種研究資金公募情報の収集・学内発信、適合者への個別アプローチ 

公募情報や研究者の要望を基に、支援を行った。主な事例を示す。 

・小山特別招聘教授、高橋准教授：JR 西あんしん  

・鍔本教授：オープンイノベーション情報（TaNeDS） 
・中込主任教授：オープンイノベーション情報（Takeda） 
・西浦助教：オープンイノベーション情報（支援中） 

(2)企業等産業界とのマッチングによる共同研究組成・推進支援（打合せへの立ち会い、プレ

ゼン資料等の作成支援の実施） 

企業情報や研究者の要望を基に、マッチングの支援を行った。例を示す。 

・松本講師：株式会社ヘリオス→ 共同研究のリリース（6/3、支援中） 

・菊池准教授：島津製作所・シャープ → 共同研究 

・松永主任教授：emol 社 → 共同研究（支援中）、AMED 申請中 

・高橋准教授：積木製作 → 共同研究（支援中）→ プレスリリース予定 

・中村助教：LG Japan Lab との共同研究 

・鍔本教授：MPricilium Therapeutics Pty Ltd.→ 協業検討中 

・兼松准教授：三菱商事、住之江織物、TISM 社と協業実施中 

・児玉講師：日本 SLC、日本クレアへ提案 

・閔講師、砂山病院助手：村田製作所 → 共同研究実施予定 

・川邊助教：アビオニクス社→ 共同研究実施中（支援中） 

・西浦助教、大村谷主任教授：旭化成ファーマ → 協業検討中 

・石戸主任教授：DSANJ を通じてマッチング → ベルファーマ社と NDA 締結 
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5． 
(1)大学間交流・異分野交流 

・日本の研究力の低下、少子高齢化などの課題対応のため、政府は重点となる大学を選択

し、大学間連携を促す方針であり、大学間等連携の重要性が増すと認識。 

・新たな研究テーマ創出のため、積極的な大学間等連携が必要と考え、その具体的な施策

を立案・実行する。 

・関学との交流会を 2 回実施し、16 の個別交流、さらに共同研究に繋げた（2 件は契約締結

済、3 件は準備中） 

(2)研究推進助成 

・活性化助成など、研究推進助成の採択者は、科研費の採択率が 50%以上という結果が得

られた。学内の助成がステップとなっていると言える。 

(3)科研費申請支援 

・科研費申請の若手・初心者などでは単年での採択は困難であり、より長期的な視野での支

援が必要である。 

・研究テーマが重要であり、新たな研究テーマを創出するため学内外の連携を深める施策を

企画する。 

(4)新研究推進 WG の立上げ 

・若手研究者の要望・提案を反映させるため、全学的な新研究推進 WG を立ち上げた。 

・黒田主任教授が中心となり運営し、部門会議へ提案を行った。 

(5)HIC 事業 

・全学的取り組みとするため、同部門主体による公募・採択・支援を行った。2 月にキックオフ

ミーティングを実施済 

4 

【事業名】 
薬学部における受験生の安定的

確保と学生の学習支援の充実 
 
【事業の概要】 
1．薬剤師国家試験対策の強化継

続と学長指示のもと薬学教育セン

ターと連携し、学部の主導体制を

更に強化する 
 
2．多様な修学状況の学生に応じ

たフォローアップ 
 
3．IR による入試、教学データのフ

ィードバック 
 
4．薬学部を主とした入試・広報戦

略の策定及び実施 

1． 
薬学教育センターとの連携において、3 月には薬学教育センター長の指示の下、薬学兼務

教員とともに、薬学教育センター委員会を開催し、さらなる体制強化を図った（2023.3.9 教授

会報告済）。 

6 年次生に対しては、総合演習Ⅱの試験において新作問題を積極的に取り入れることなどを

盛り込んだガイドラインを策定し、実施した。また、課外対策としては 6 年次生に対し、外部講

師による国試対策講習会も開催した。外部模試成績に基づき、学内教員による修学指導も

薬学教育センター教員と連携して実施した。 

今年度の薬剤師国家試験結果は、全国平均と同等レベルの合格率（82.5％）を維持すること

ができ、目標合格率の 80％以上を達成できた。 

2・3 年次生に対する春季総合実力テストの実施、4 年次生に対するCBT 対策補講と模擬試

験の実施、5 年次生に対しては、実務実習期間中に 2 度の国試過去問模試の実施に加え、

実務実習終了後の補完教育体制の確認を行うとともに、春季国試対策講習会および模擬試

験を実施した。 

 

2． 
2022 年度前期における新入生のアドバイザー支援方針（2022.4.14 教授会承認）に基づ

き、定期的な面談を実施するとともに、問題のある学生等については学生カルテにより教員

間で情報共有した。要支援学生に対しては、随時呼び出し、薬学教育センター教員・専任事

務職員による個別面談を実施した。 

入学前課題については 3 学部共通課題に加え、2022 年度より推薦入試合格者に対して化

学・生物・数学を中心とした課題を実施し、入学後のプレイスメントテストにより学力向上状況

を検証した。 

また、複数の授業において、対面授業だけでなく、その授業を録画しオンライン授業として後

日 Moodle 上で閲覧可能として、学習効果の拡大を図った。 

 

3． 
（1）全学年の学修成果の管理と解析（下記）を実施し、学習支援への活用を行っている。

2022 年度の成績をもとに成績不良者および補講の参加状況から意欲低下が懸念される学

生に対しては薬学教育センターにて面談を実施し、学習姿勢の改善を促す個別支援を開始

した。また 6 年生の総合演習においては、模擬試験や過去の試験成績から国試合格率の期

待値を示し、判定ライン決定に対する助言を行った。 

（2）薬学教育センターを基軸とした成績管理・解析とポートフォリオ構築に向けて過去 5 年程

度の成績を薬学教育センターで統括した。情報収集と解析は今後も継続して実施していく。 

 ・全学年の成績収集・管理・解析 

 ・総合演習の試験問題、成績の管理と解析 

 ・6 年次の模擬試験の成績の管理と解析 

 ・4 年生の CBT（模試含む）の成績の管理と解析 

 ・国家試験の結果の収集・管理・解析 
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 ・各学年で実施されている補講の出席状況及び、課題テストの成績の管理と解析 

（3）教員面談で明らかになった、研究室ごとで異なる国試対策指導法の情報を集約し、教員

間で指導が統一・情報共有できるように薬学教育センター主体で、教員にむけた指導実例を

WEB 上で公開した。 

（4）成績解析の結果をもとに学習オリエンテーションを 1 年生から 4 年生に向けて実施した。 

 

4． 

連携校を対象に新たな企画として高大連携プログラムを 7 月に開催した。高校低学年を対象

に職業理解プログラム（4 学部連合）、志望学部が確定した高校生を対象に大学教育プログ

ラム（学部毎）を実施し、連携校の高校生 261 名（うち職業理解プログラム 50 名、薬学部 55
名）の参加があり、連携校との関係を強化した。高校訪問については、例年、連携校は年 3
回（6 月～、9 月～、2 月～）、重点校と地方校は年 2 回（6 月～、9 月～）、一般校は年 1 回

（6 月～）の頻度で訪問しているが、今年度から 医学部重点校を新設し、医学部入試担当者

が 6 月に訪問を実施した。また、重点校も従来の年 2 回から年 3 回に訪問回数を増やした。

連携校、重点校、地方校の 9月訪問では、学校推薦型選抜公募制・薬学部指定校制の出願

促進を重点的に行った。連携校に重点校を加えた 3 月訪問では春のオープンキャンパスの

告知、今年度入試結果速報、次年度入試の変更点等を報告し、次年度入試に繋げる取り組

みを実施した。10 月に高大連携協議会を開催し、高校との合同研修会の実施、高校で実施

している探究活動に関する意見交換を行った。連携校に対する入試制度、探究活動支援は

次年度継続して検討する。 

5 

【事業名】 
統合後の大学運営体制を確立す

るとともに、教職員の一体感の醸成

を図り、スピード感を持って課題解

決に取り組む 
 
【事業の概要】 
1．新大学の運営方針等の発信及

び大学運営の確立 
 
2．新たな教育施策 
（1）多職種連携教育（IPE）の実施 
（2）学生の進路選択支援策の実施 
 
3．教職員の相互交流による共通

課題、共通認識の促進 

1． 

（1）大学の新規部門として、薬学教育センター、臨床教育統括センター、社学連携・研究推

進センター、キャリアデザインセンター、IR 室については、役割、業務等 HP に掲載を完了

した。 

（2）統合後の組織における会議体等は確実な運用を完了した。 

（3）大学運営会議にて運営体制について各学部長等から意見聴取し、「大学運営の点検・

提言」による点検・評価を実施した。次年度に向けて必要により修正予定であるが、キャンパ

ス協議会については 2022 年度実績を勘案し、2023 年度より月 2 回開催を 1 回とし、必要

時は臨時開催する予定。 

  

2． 
（1）従前の早期臨床体験実習Ⅰ、Ⅱ、在宅ケア（訪問看護）実習、チーム医療演習に加え

て、学部・職種を超えた多職種連携教育（IPE）の更なる充実を図るため、4 学部合同で「多

職種連携総合臨床実習」を実施した。 

 ・日程：2022 年 9 月 5 日（月）～9 月 9 日（金） 

 ・施設：ささやま医療センター 内科、総合診療、整形外科など 

 ・参加学生：医学部（当該時期に臨床実習を行うグループの一部として実施）第 5 学年次

生 6 名、薬学部第 5 学年次生 3 名、看護学部第 4 学年次生 3 名、リハビリテーション学部

第 4 学年次生 4 名（理学療法学科 2 名、作業療法学科 2 名） 

（2）大学統合後の新しい多職種連携教育として、選択専門コースを設置。そのうち、3 学部

共通コースとして、①公務員受験コース、②フィジカルアセスメント達人コース、③解剖生理・

病態生理学修コースを導入した。 

①公務員受験コース：医療系公務員を受験する学生への支援を医療系公務員受験コースと

して整理し可視化できるよう、従来から実施している支援内容の充実を図った「医療系公務

員就職支援プログラム」として整備した。 

②フィジカルアセスメント達人コース/全 4 回：受講者 2 名（リハビリテーション学部理学療法

学科第 4 学年次生） 

 10 月～11 月にかけて神経や胸部、頭部等の診察を主題とした実習（うち 1 回講義）を計 4
回実施し、全 4 回出席した 2 名に修了証を授与した。 

③解剖生理・病態生理学修コース/全 6 回：受講者 55 名（薬学部第 5 学年次生 9 名/看護

学部第 4 学年次生 8 名/リハビリテーション学部理学療法学科第 3 学年次生 25 名、第 4
学年次生 5 名/リハビリテーション学部作業療法学科第 3 学年次生 6 名、第 4 学年次生 2
名） 

 10 月～11 月にかけて循環器や消化器、呼吸器等を主題とした講義を計 6 回実施し、全 6
回出席した 42 名に修了証を授与した。 

 

3． 

（1）幹部教員 FD については、コロナ禍により学内（教育研究棟）にて、2022 年 9 月 9 日

（金）・10 日（土）に実施し、両キャンパスで 43 名の教員が参加した。 

14



（2）多職種連携関連については、2022 年 11 月 22 日（火）に昭和大学医学部木内教授に

より「多職種連携教育の先進的な取り組み」をテーマとして FD を実施した。出席 50 名、

WEB 視聴 76 名、計 126 名の教員が参加した。 

（3）教育力向上セミナー・神戸キャンパス 3 学部合同 FD として、京都大学大学院医学研

究科 医学専攻分子生体統御学講座 医化学分野 竹内教授により「自然免疫の制御と疾患

～ Regnase 1 による サイトカイ ン mRNA 制御の役割～ 」をテーマとして FD を実施し

た。出席 49 名、WEB 視聴 50 名、計 99 名の教員が参加した。 

6 

【事業名】 
特定機能病院における医療の質

の管理体制の構築 
 
【事業の概要】 
1．医療安全管理、感染制御を含

む医療の質管理部門の体制整備 
 
2．診療情報管理部門、医療支援

センターの機能強化 
  
3．院内ガバナンスの強化、病院経

営管理の体制整備 

1． 
●医療の質管理部門の設置 

・医療安全、感染制御担当副院長の配置 

→医療安全管理担当副院長は配置し、感染制御担当は病院長が直接対応することとした。 

・医療安全管理部（長）、感染制御部（長）の役割、責任の見直し 

→機能評価の指摘事項に基づき見直しを行った。 

・医療の質管理部門担当事務組織の整備 

→2022 年 3 月の改善策提出後、C 評価であった項目の改善も含め、「医療の質」を管理す

る部門の設立を検討し、2022 年 10 月 1 日の組織改編で医療マネジメント課を設立した。 

安全・感染、その他の部門と連携を取り、指標に基づいて実施した行動について確認・検証

を行う部署。病院機能評価機構の「医療の質可視化プロジェクト」にも参加し、他施設とのベ

ンチマークも行った。今後も外部で募集のある可視化プロジェクトには積極的に参加し、同時

に院内独自の指標作成も行い、可視化を進め医療の質向上につなげる。 

 

2． 

●診療情報管理部門の機能強化 

・説明同意に係る運用ルールの整備 

→院内ルールである「説明と同意に関する取扱要領」をより明確化させるために全面的な改

定を行い、また、同席基準である侵襲的処置・検査一覧の見直しも完了し、通知を残すのみ

となっている。また、課内においても担当者を増員し、新規改訂申請方法見直し、承認同意

書一覧の整備、未使用調査等、効果的に管理運用できるよう見直し強化を進めている。 

・文書、マニュアル等の管理体制の構築 

→最新分を常に電子カルテ初画面へ掲載する運用が確立している。過去からの一連の改訂

箇所が分かる様に改訂箇所情報も併せて掲載している。また、掲載内容に変更がないか掲

載依頼部署に定期的に確認する通知を行っている。 

・診療情報管理士の計画的配置、養成 

→2022 年 10 月 1 日より発足した医療マネジメント課において、まずは優先度の高い事案

（医療の質指標、術後 SSI、褥瘡対策等）に対して現員の診療情報管理士を配置し、各々の

データマネジメントを推進している。 

・クリニカルパスの効果的運用、改善に向けた取り組み 

→バリアンス発生状況・適用患者平均在院日数一覧の定期的なフィードバックができている。

設定日数に問題があるパスについて、医事課と共同で根拠資料を作成し、個別に現場と調

整を進めている。 

●医療支援センターの機能強化 

・担当副院長の配置 

→医療支援センター長を担当副院長としたことで、病院幹部会を通じた問題提起や企画説

明などが行われるようになり、地域連携課題に関する議論が活発化した。 

・返書数増加に向けた施策の実施、データ管理 

→返書もう一通キャンペーンの効果検証を実施。キャンペーン期間中については返書数の

増加がみられた。ただ、キャンペーン終了後は返書件数が元に戻っていることから、継続的

な声掛けが必要であることを院内で共有した。このことを受け、紹介を受けてから返書を書く

までのタイムラグを考慮したうえで、月単位の指標を構築した。11 月の病院幹部会にて概要

報告の上、2 月より公表し各科への改善を促している。今後、返書指標を院内のインディケー

ターの一つとして活用していく。 

・システム導入による地域連携データの集約、活用 

→今後、戦略的な病院訪問などを実施するにあたり、紹介医療機関の分析を実施した。

ABC 分析や過去の年度との比較による減少数・減少率の大きい医療機関のピックアップ等

を行った。昨年度から開始した診療科への訪問活動支援業務の活性に向けて、2023 年度

に各診療科別の連携データを各科へ提示すべく準備を行っている。 

 

3． 
●院内ガバナンスの強化 

・副院長の役割、責任の明確化 

→機能評価の指摘に基づき、副院長の役割分担を明確化した。 
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・医療の質向上に向けた管理体制、意思決定フローの見直し 

→事務組織を 10 月 1 日付で再編し、医療マネジメント課を新設し、機能評価の指摘事項の

改善を通じ、医療安全、感染制御との連携強化、状況把握等管理体制が整ってきている。ま

た、病院長、医療安全管理部長、高難度新規医療技術評価委員会等医療安全関連の委員

会委員長の意思決定権限が明確となった。また、看護師に医療クォリティマネージャー養成

研修を受講させるなど医療の質向上に向けた取り組みも行っている。 

●病院経営管理の体制整備 

・病院経営（運営）を企画管理する会議体の設置 

→2022 年 4 月に病院経営管理委員会を設置し、病院幹部を構成員として毎月 1 回開催し

ている。経営分析システムから作成した各種データを元に病院の経営状況の把握、病院が

取るべき経営戦略を議論している。 

・経営分析システムの導入、活用 

→分析システムを導入したことで、地域の医療機関の患者数比較、入院収入分析や外来収

入分析の年度比較、前年同月比較などが視覚的に検証できるようになった。 

・予算、事業計画の計画的策定と進捗管理を行う運用体制の構築 

→病院予算の大部分を占める医療機器更新に関して、機器備品 WG の評価方法を改めて

運用を始め、計画的に WG での検討を重ね機器選定が行えた。 

7 

【事業名】 
公設民営を目指した病院再編・効

率化による地域医療体制の構築 
 
【事業の概要】 
1．丹波篠山市、岡本病院、ささや

ま医療センターの協議による適正

な病院機能、病床規模、設置形態

の確定 
 
2．確定した病院機能・病床機能変

更に向けて、実施項目の整理 
 
3．上記項目の実施スケジュールの

策定 
 
4．上記スケジュールに基づく移行

作業・変更作業の開始 

1． 

ささやま医療センターと岡本病院の病床規模、病床機能については、2021 年 12 月に丹波

篠山市からコンサル会社のコンサル結果の報告が行われ、ささやま医療センターの病床数、

病床機能は現行通りとし、岡本病院は一般病床をなくして介護医療院等へ転換し、救急医

療機能と急性期医療機能をささやま医療センターに集約することが望ましいとされた。 

また、ささやま医療センターの経営形態について優先順位がつけられており、1 番は現行通

り丹波篠山市と学校法人兵庫医科大学との協定方式、2番目は学校法人兵庫医科大学を指

定管理者とする指定管理者制度、3 番目はその他の法人を指定管理者とする指定管理者制

度、4 番目は独立行政法人化もしくは市の直営方式であるとの説明が行われた。 

その後、この案を基に第 3 回丹波篠山市地域医療関係者会議が 7 月 21 日に開催された。

しかし、同会議では 20 数名の委員が各々の立場で発言を行い、結論がでなかったため、分

科会を開催し協議、検討を行うこととした。内容としては、第 1 分科会:「ささやま医療ｾﾝﾀｰの

経営状況と市からの補助金」、第 2 分科会:「今後、丹波篠山市に必要とされる医療とそれを

確保するための方策」、第 3 分科会:「ささやま医療ｾﾝﾀｰと岡本病院の統合の課題」、第 4 分

科会:「協定方式、指定管理方式の現状と課題」、第 5 分科会:「市や医師会あるいは両者に

よる病院運営は可能か」である。さらに、同分科会が 9 月 1 日に開催され、本学は、第 1・3・
4 分科会に出席した。第 1・3 分科会は 10 月に 2 回目が開催された。 

続いて、11 月 17 日に第 4 回目の全体会議が開催され、各分科会報告等が行われた。また

同会議では、ささやま医療センターと岡本病院の統合は行わないこと、ささやま医療センター

の経営形態の協議については、兵庫県も立ち会い丹波篠山市と兵庫医大で今後に向けた

話し合いを行うこととなった。 

 

2． 
2022 年 11 月 17 日開催の丹波篠山市地域医療関係者会議で岡本病院との統合は行わな

いこととなり、同病院は今後介護の方にシフトする方向性を出しているため、3 者での病院機

能等調整に係る協議は行わない。 

 

3． 
2022 年 11 月 17 日開催の丹波篠山市地域医療関係者会議で岡本病院との統合は行わな

いこととなり、同病院は今後介護の方にシフトする方向性を出しているため、3 者での病院機

能等調整に係る協議は行わない。 

 

4． 
2022 年 11 月 17 日開催の丹波篠山市地域医療関係者会議で岡本病院との統合は行わな

いこととなり、同病院は今後介護の方にシフトする方向性を出しているため、3 者での病院機

能等調整に係る協議は行わない。 
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⑤ 紙申請書の電子化対応（各種アカウント申請、検討作業依頼） 

⑥ 診療科統合対応（電子カルテ） 

 

○ 物流センター 

1. 医療材料・消耗品の価格低減推進 

資源価格の高騰と円安による原材料価格の上昇が物品価格に転嫁される状況下、SPD と連携し

てコスト改善に向けた対応を継続した結果、医療材料・消耗品の価格低減に係る期間目標の初年

度達成率は堅調に推移した。また、随時ベンチマーク等の情報を利用して価格削減交渉や商品の

切り替えを行った。 

 

2. 篠山キャンパスを含めた物品調達業務の一元化 

各キャンパスで行っていた物品調達業務について、先に統合した神戸キャンパスに続いて篠山キ

ャンパスを含めた一元化を進めることとし、紙媒体の帳票（調達請求書）の電子申請化により全キャン

パスでの受発注処理を集約のうえ運用を開始した。 

 

3. 使用済み機器売却への着手 

機器の更新時における現有品の取り扱いについて、従来は廃棄を前提に処分していたが、入れ

替えコストの圧縮や資源の再利用を念頭にこれを売却することを検討し、買い取り業者を調査・選定

のうえ今年度より実施を始めた。 

 

○ 施設課 

1. 西宮キャンパス 

(1) 土地・建物の状況     24 ページ参照 

(2) 建物・設備等の主な改修及び更新 

① 9 号館・立体駐車場他解体工事 

② 電話交換機更新工事 

③ 急性医療総合センター 間接蒸気発生器更新工事 

④ 教育研究棟 6～11 階南側防音工事 

⑤ 平成記念会館 アリーナ床面補修工事 
 

2. 篠山キャンパス 

(1) 土地・建物の状況     25 ページ参照 

(2) 建物・設備等の主な改修及び更新 

① 職員宿舎 C 棟・D 棟解体工事 

② 学生宿舎棟 E 棟・F 棟・G 棟・集会所解体工事 

③ 看護師、研修医宿舎 A 棟・B 棟インターホン更新工事 

④ リハビリテーションセンター 高圧引込みケーブル更新工事 

 
3. 神戸キャンパス 

(1) 土地・建物の状況      25 ページ参照 

(2) 建物・設備などの主な改修及び更新 

① アーカイブズ室設置工事 

② 電話システム更新工事 
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Ⅲ 財務の概要 

〇2022 年度決算について 

1. 概要 

2022 年度は、新病院棟建設や持続的な投資を可能とする財務基盤の強化に向けて、基

本金組入前当年度収支差額 1,266 百万円を期初予算に計上した。新型コロナウイルス感染

症の教育・研究・診療への影響が継続する中で、業務運営の効率化や経費コントロール強化

への一層の取組みを行ったものの、国際情勢の悪化や大幅な円安進行による資材価格や光

熱水費の高騰に加えて、コロナ関連の公的支援の減少、多額の建物除却損の計上などもあり、

基本金組入前当年度収支差額は前年度比2,476百万円減の4,117百万円と、黒字を確保し

たものの大幅な減益決算となった。 

 
2. 事業活動収支計算書（表 1・2 及びグラフ） 

＜教育活動収支＞ 

① 教育活動収入 

   教育活動収入は 62,821 百万円となり、前年度比 475 百万円の増収となった。 

   教育活動収入の大半を占める西宮本院の医療収入は、新型コロナウイルス感染症の影響な

どにより病床稼働率が前年度と同水準であったものの、入院単価が上昇したことに加えて、外

来患者数の増加、外来単価の上昇が寄与したため、前年度比 1,515 百万円増の 42,009 百

万円となった。 

また、経常費等補助金は、大学統合の影響により経常費補助金が前年度比 427 百万円増

加した一方で、感染症対策に係る補助金が前年度比847百万円減少したことから、前年度比

353 百万円減の 5,874 百万円となった。 

② 教育活動支出 

教育活動支出は、57,860 百万円となり、前年度比 1,755 百万円の増加となった。 

   人件費は、看護職員処遇改善手当やコロナ感染症対応の諸手当、退職金関連費用などの増

加により、前年度比 162 百万円増の 24,086 百万円となった。 

一方、教育研究経費は、光熱水費、奨学費などが増加したものの、減価償却費、修繕費等

が減少したため、前年度比 64 百万円減の 5,030 百万円となった。 

また、医療経費は、高額医薬品の使用増加に伴う薬品費の増加などにより、前年度比

1,777百万円増の 27,296百万円となった。この結果、医療収支差額は前年度比 370百万円

の悪化となった。 

 

＜教育活動外収支＞ 

教育活動外収支は、有価証券の積み増し・入替えなどにより、受取利息・配当金収入が増

加したため、前年度比 61 百万円増の 178 百万円となった。 
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 ＜特別収支＞ 

開学 50 周年記念事業募金に係る施設設備寄付金やコロナ関連の施設設備補助金が減

少したことに加えて、9 号館・旧立体駐車場の解体による処分差額を 1,152百万円計上したこ

とにより、特別収支は前年度比 1,258 百万円減少し、▲1,022百万円となった。 

 
3. 資金収支計算書（表 3） 

資金収支については、収入（資産売却収入除く）が前年度比 448 百万円減少し、支出（資

産運用支出除く）が前年度比3,131百万円増加したものの、資産運用支出が前年度比5,717
百万円減少したため、翌年度繰越支払資金（現金預金）は、2021 年度末 13,834 百万円より

450 百万円増加し、14,284 百万円となった。 

 
4. 貸借対照表（表 4） 

2022 年度末の貸借対照表の純資産（資産の部－負債の部）は、資産の部の大幅増加に

対し、負債の部は微増にとどまったことから、前年度末比 4,117 百万円増の 85,598 百万円と

なった。 

資産の部は、建物・機器等の減価償却が進んだことに加えて、9 号館・旧立体駐車場の解

体に伴う多額の建物除却が発生したものの、余剰資金の効率的な運用により有価証券等が

増加した結果、4,288 百万円増加し 114,948 百万円となった。 

負債の部は、借入金、前受金が減少した一方で、退職給与引当金、未払金が増加した結

果、172 百万円増加し 29,350 百万円となった。 

なお、2022年度末の総保有資金残高は、前年度比 3,534百万円増の 37,776百万円とな

った。 

 
5. 主要財務比率の推移（表 5） 

表 5 にて財務比率の推移を表している。比率の意味、主な留意点等を表の次頁に記載し

ている。 

 
6. キャッシュ・フローの推移（表 6） 

「教育研究活動」「施設等整備活動」「財務活動」の活動区分ごとのキャッシュ・フローの推

移を表している。それぞれのキャッシュ・フロー計算書は、他の会計基準とほぼ同様の区分等

の手法を採用して作成している。 

 

以上 
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